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偷

敦

^
於
け
る
日
本
及
び 

■

他
國
の
市
債
'

,

V

 

.

土 

n

 

ノ

ミ

ス

ト

.

本
篇
は

】

九
一
三
年
十
另
廿
五
ロ
の

『

尤
コ
ン
ミ
ス
ト

』

所
规 

F
o
r
e
i
g
n

 

M
u
n
i
c
i
p
a
l

 I
s
s
u
e
s

を
譯
出
せ
る
洛
の
な
丨

相
當
の
收
益
を
收
為
、
而
名
可
成
確
實
な
る
投
資
の 

目
^

物
を
求
め
ん
と
す
る
人
々
に
と'CN

て
は
、
市
僮
■汰 

其
の
內
地
、
外
國
、
叉
は
殖
民
地
、
何
れ
に
於
て
發
行 

さ
る
、̂P

の
な
る
を
間
は̂

、
最
^P

よ
く
此
の
目
的
に 

適

ふ

の

、

一
例
な6

と
爾
ふ
可
し
。
其
の
.市
民
が
相 

當
の
文
化
の
程
度U

達
し
、:
市
債
甚
だ
し
く
多
額U,
上 

ら
梦
、
且
つ
其
の
市
政
、
公
正̂
し
て
{且
し
き
を
得
允 

る
大
都
市
於
、
都
市
發
達
の'自
然
的
要
素
を
有
し' 

且 

つ
將
來
他
の
地
方
に
依6

て
奪
る
、
の
處
な
き
產
業
叉 

は
海
運
業
を
相
す
る
場
合
に
あ6
’て
.は
、
其
の
發
行
す 

る
市
倩
は
、
投
資
物
と
し
て
最
段
最
善
の
證
券
な 

云
ふ
こ
i

を
#

べ
し
0

然
6

と
雖
名
都
市
於
鱗
山
、
野 

生
物
の
採
取
、
或
»

港
灣
に
よ
6

<
其
の
繁
榮
を
致
す

場
合
に
在
6
て
は
、
其
の
鑛
山
於
以
後
數
年
に
し
て
必 

す
採
掘
し
盡
S
る
、
8
の
な
る
if
#
、
或
は
其
の
野
生
物 

於
培
養
品
と
競
爭
し
得̂

る
$
の
な
る
膪
、
或
は
叉
其 

ノ
,
の
港
灣
於
年
々
ほ
■
物
の
爲
め
に
水
深
を
«
双
さ
れ
つ 

つ
あ
る
？
の
な
石
塒
は
此
等
の
都
市
の
發
行
す
る
市
傲 

,
は
利
子
の
收
得
を
多
少
增
加
す
るt
ょ
ろ
名
寧
ろ
元
金 

を
失
は
^
る
こ
i
を
以
て
得
策
と
な
す
投
資
家
の
忌
避 

す

可

き

ぢ

の

な

す

。
常
に
革
侖
欞
亂
のm
あ
6 

て
、
唯
だ
兵
力
ぬ
ょ6
.て
其
の
秩
序
を
維
持
せ
る
未
開 

國
に
於
て
其
の
市
政
の
强
固
、
.確
實
を
缺
け
る
都
市
の 

市
债
名
亦
必
步
避
く.べ
きT5P

の
な
6
。
3
れ
ど
部
名
、 

若
し
上
に
述
べ
允
る
總
て
の
條
件
を
具
備
す
る
場
合
に 

一
あ
6
て
は
、
投
資
家
杧
る
名
の.は
、
其
の
內
國
市
偾
欠 

る
と
、
殖
民
地
市
偾
把
る
と
、
將fc
叉
外
國
市
赓
把
る 

と
を
問
は
岁
其
の
發
行
を
歡
迎
せ3'
'

る

道

理

あ

る

可

於 

一
ら
步
。
尙
玆
に
記
憶
す
べ
き
は
市
偾
證
券
の
寶
貿
於
容 

爲
な
る
か
否
や
の
一
事
遥
な
ず
。
蓋
し
小
都
市
の 

市
債
、

S

株
式
市
場
に
.於
て
取
引
せ
ら
れ
次
る
こi 

t
t
他 

の
點
に
於
<
串
分
な
き
場
分
に
於
て
$
此
等
小
都
市
の

市
儇Q

1

缺
點
に
數
へ
^

る
可
ら
^

。
惟
ふ
：に
小
都
市 

狀
市
倩
を
起
^

ん
と
す
る
場
合
に
は
、
當
然
自
國
內
に
.
/
 

v

之
を
翦
集
す
可
き
名
の
な
6

, 0

而
し
て
科
子
步
合
の 

高
き
市
债
に
應
慕
せ
る
者
は
其
資
本
を
固
定
す
る
と
、 

少
く
と
名
、
之
を
同
收
す
る
に
は
比
較
的
手
數
を
要
す 

る
名
の
な
る
こ

t
j
を
豫
め
«

©

せ
3'
'

る
可
ら
少
。
然
り 

而
し
て
本
年
十
月
下
旬
聖
彼
得
®
市
債
於
偸
敦
に
於
て 

.發
行
3

作
*
る
を
機
と
しV

、
此
際
偸
敦
に
於
て
取
引 

3

る
、
外
國
市
債
に
付
て
、

一
小
研
究
を
試
み
る
は
無 

用
の
業
に
非
次
る
可
し
。
.
勿
論
今
日
の
露
西
5 5

に
於
け 

る
於
如
く
、
進
步

i

保
守
の
二
大
勢
力
の
机
櫟
極
端
に 

走
れ
る
處
に
ぁ
6

て
は
、
其
の
國
の
將
來
を
豫
想
す
.る
丨 

は
至
雛
の
•
こ
と
な
る
^P

、

而
か
■名
吾
人
於
本
誌
紙
上 

に
於
て
屢
々
論
せ
し
於
如
く
、
莫
斯
科
及
び
聖
彼
得
®

の
如
き
、大
都
市
の
市
债
财
帝
國
政
府
其
物
の
公
债
ょ
6
 

名
有
利
な
る
埸
合
絕
無
な
6

と
云
ふ
能
«

次
る
な
6

。
 

次
の
數
表
に
示
せ
る
外
國
市
偾
の
利
迥
は
'.其
市
管 

/ P

全
部
® '

終
償
還
期
に
於
て
償
却
せ
ら
る
る
«
v
.
0 
I

假 

定
.し
て
計
算
せ
る
名
の
な
る
を
以
て
、
市
債
奴
額
面
以

雜

錄

 

-

,

下
な
る
場
合
に
は
計
出
利
迥
は
各
其
の
最
少
限
度
を
示 

•

す
に
過
ぎ
^

る
％
の
と
す
b

偸
敦
株
式
取
引
所
に
於
て
！̂

に

附

せ

ら

る

、

諸

外
 

Z

國
市
偾
證
券
は
之
を
三
種
に
分
類
せ
6

。
卽
ち
歐
洲
の 

部

(

露
西
亞
を
除
く)

、
露
西
瓯
竝
に
日
本
の
部
、
及
び 

茆
米
利
加
の
部
之
な
6

。
大
陸
諸
國
の
市
偾
の
數
割
合 

1C

少
な
き
ft

、
此
等
の
都
市
の
大
部
分
、が
わ

^
-
^
偸 

\
.

.
敦
に
市
債
を
募
集
せ
^

と
3

各
自
其
市
»

に
於
て
財
政
.
 

の
始
末
を
付
く
る
乙
と
を
得
る
於
故
な
6

。
.
左

の

表

中
 

特
に
菩
人
の
注
意
を
惹
く
に
足
る
可
き
名
の
は「

ァ
ム 

j

ス
テ

ル
ダ
ム」

市

偾

の

の

低

き

こ
と
& '

な
6

0

同 

市
債
は
每
年
全
市
债
の
三
十
分
の
ー
宛
抽
籤
償
還
さ
る 

る
？
の
な
る
に
名
拘
は
ら
ず
嘗
て
一
八
九
八
年
に
約
九 

I

十
五
勝
半
に
騰
貴
せ
し
名
の
於
今
や
八
十
九
碌
半
に
下 

I

落
せ
6

。
上
述
せ
.る
如
く
次
表
に
記
せ
る
同
市
傲
の
利 

0

 

(

三
分)

は

其

限

度

を

示

す

名
.の
^

る
於
、
同 

市
債
の
平
均
利
廻
；(

郎
ち
一
人
の
買
主
於
未
償
還
の
同 

市
倩
の
全
部
を
買
收
せ
、る
タ
の
と
せ
ば
同
人
の
收
得
す 

.

可
き
利
迥)

は
四
磅
十
志
に
相
當
す
可
し
。

t

,■
•
:
. 
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九
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市

名 歐

洲

利

の
子

ハ
1
ル
ハ
ス

(

丁
妹
、 

,

四

步
 

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

 

三

.步

ぺ
ル
ゲ

v(

一
 

九
o

九)
 

，四

步
 

ブ
ダ
ペ
ス
ト

 

因

步
 

ク
リ
ス
チ

r
.
I
i

ァ

^
’

沙 

n

ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
。フル

.
 

K
U
.

(

土
^
宙
政
府
保
證
付
、

31
步 

TT

ペ
ン
ハ
丨
ゲ
ズ
一
九

5

〕 

四

步

ゴ
ッ
セ
ン
ブ
ル
グ

(
1

九
〇
九

，

)

0

炎
 

ヘ
ル
シ
ン
グ
ッ
ォ
ル
ス

(
1

九

1

一)

四
分
丑
屈 

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

 

四

分
 

タ
マ
フ
ォ
ル
ス

 

四
分
八
厘

部

r

.

每
離
柚
籤(

1

九
〇
九 

均
分
杣
鐵(

一
九
〇
〇

II
還四

九)

三
〇)

均
分
袖
籤(

1

九一

〇
丨
五
〇) 

綠
越
杣
籤(

： 1

九
1

〇
丨
六
〇)

。
 

均
分
^

^
 

(
.
1

九
〇
〇
1

H

八)

綠
越
袖
籤
0

九
一
〇

丨

六
〇) 

繰
越
杣
籤(

1

九一

o—

七
〇
v

均
分
杣
織
0

九
〇
九
.
 

線
越
袖
鐵c

1

九
〇
九
.I
四
九) 

六1
〕

綴
越
杣
鱗o

九
〇
〇—

陴
1) 

綠
越
妯
籤r

一
 

九 
一o
i

o

w

千
九
西
十
三
¥ 

十
刃
け1

H

1

九
三
、

八
九
、
ニ
分
ノ
一 

九1
、

八
四
'1

分
ノ1 

九
！I、

九
七
、

九
三
、

九
三
、

'

九
七
、

九
六
、ニ
分
ノ
一 

九
三
、

f f  f 〒猫g 利
― •― » .― I .--1 . も̂
七o 七o 忠.ニ 
I I I 丨什 
九〇六或fii跑

四

八
f
九

五——

五
丨
九

好

-—

 
o

四
丨】

o .
丨
三 

四—
1

丑
q

o

四
-
-
六
I

H

四—
1

八一

三

一，
バ
ル
ヵ
ン」

の
風
雲
急
を
告
ぐ
る
に
至
6

し
脖
、
市 

俊
の
市
價
は
自
然
暴
落
を
來
せ
し
於
、
大
體
に
於
て
外 

國

市

債

は

市

偾

ょ

其

影

響

を

蒙

る

こ

と

甚

だ 

し
か
6

き
6

爾
來
塒
に
囘
復
せ
し
こ
i

な
き
に
非
^

6 

し
？
市
價
は
益
々
低
落
しc

一
 

上
記
の
表
に
双
け
る
市
債 

の
如
き
其
の
大
多
數
は」

年
前U

比
す
れ
ば
一
勝
乃
至 

五
碌
の
下
落
を
來
せ
6

。
其
の
一
例
外
は
表
中
唯〗

の 

五
分
利
付
杧
る「

T
T

ン
ス
タ
ツ
チ
/ 

I
プ

ル

市
*

な
6
 

と
す
。
卽
ち
昨
布
十
一
月
勒
め
に
於
け
み
同
市
債
の
婶

價
は
九
十
三
磅
に
しV

其
平
均
利
廻
五
磅
八
志
六
片
な 

6

し
'狀
今
や
九
十
七
磅
に
縢
貴
せ6

。
此
の
市
債
は
土 

茸
古
政
府
の
保
證
す
る
處
に
し
て
其
の
市
偾
の
か
く
同 

復
せ
し
，

一 .

原
因
は
開
戦
に
際
し
、
凡<

の
土
31
:
*
有
價 

證
券
の
低
落
甚
だ
し/;
>

6

し
滕
に
、
此
の
市
偾
の
暴
落 

名
亦
極
端
に
及
び
し
に
よ
る
名
の
な6

。

次
の
表
は
露
西
亞
及
日
本
の
都
市
の
有
價
證
券
を
示 

す
名
の
な
6

。

；

!I!|

93

： =

.

名
'

'バ 

ク

■英

斯

科 

名

古
0

 

大

0

サ
■ラ
丨
卜
フ

il
l」

へ
苽

同(

一，九】

ニ

ヴ
ィ
ル
ナ

横
：

'
0

ニ n

ラ
.

H

フ

勘
彼
.得
堡

露
西
蓝
及
日
本
0

部

刺

.

子

'
: 

f
i 

還

五

-

分
.

：
« 

'綠
越
妯
籤C

 

一̂

ニ
ー
六
〇) 

.at
..
.
/分

.

•:
;

繰
越
杣
籤(

1

九
丑
七
年
迄〕

泡

分
 

?r

£
:
分 

五

:
分 

:i
i

分 

丑

分
 

五

:;
.
分 

五

分
 

班
:-.分

:

四
分
蛋

線
越
杣
_

c1

九1

七—

四
三) 

1

九〗

九
I

三
九 

抽
籤(

1

九
〇
九
I

五
七)

.
 

一
九
一
六
I

三
六 

袖
錢C
1

九1

〇
丨
五
〇) 

杣
嫌
2

九〗

三
丨
七
丑
>

J

九
ニ
四—

五
四 

鑛

C
1

九
ニ
ニ
丄
ハ
ニ

)

■
 

杣
数(

1

九
.1

31
1

八ニ
：}

开
印
は
十
月
二
十
四

n

相
場
な
：

千

九
0

士】

？
 

十
：^
甘1

2
：

相
場

九
三
、
描

1 

o
 
ニ
、

八
九'

九
'

九
：
七
、

一 

九
〇
、

八
九
、

八
六
、
ニ
分
ノ
一 

九
ニ
、

'

九
六
、

ホ
九
三
-四
分
ノ
三

五琺刺

九哉 
1 •
九斤廻

四
1

一
七
-
7

'
五
1

1
五一

六 

五
丨〗

七
I

三 

茧——

五
丨
九 

五
丨〗

六
|
〇 

21
1

1

四
I

六

五——

六—

六 

五
丨

一
一
—
〇 

丑——

五
丨
-

H1 

四
丨1

六—

〇

，前
表
中
新
聖
彼
得®

市
偾
を
除
け
ば
他
は
皆
、
何
れ 

$

五
分
利
付
に
し
ズ
、
而
し

V

市
價
は
過
去一

ヶ
年
間 

に
於
て
何
れ
S

下
落
せ
4

。
只
莫
斯
科
市
债
'の
み
は
咋 

年
の
.當
塒
に
於
け
る
ょ6

名
三
磅
方
騰
貴
せ
る
を
見
る 

の
み
。
去
る
十
月
下
旬
募
集3

れ
杧
る
塑
彼
得
堡
市
債 

は
額
面
.以
下
に
下
落
せ
し
が
、
今
や
平
價
に
囘
復
せ
6

。

其
應
募
高
は
募
集
高
の
約
五
割

I
1

分
に
し
て
此
の
結
果 

は
近
滕U

發
行
3

れ
杧
る
他
0

證
券
に
比
し
て
遜
色
な 

し
i

ff
i

ふ
可
し
。
其
の
發
行
價
袼
は
九
十
三
磅
四
分
の 

三
な
る
を
以V

其
の
刺
M

は
四
磅
十
六
志
に
相
當
せ 

6

0

こ
は
露
國
政
府0

認
耵
を
經
て
發
行
しt

る
名
の 

な
る
の
み
な
ら
梦
、
，‘同
市
の
財
政
狀
態
は
叉
健
實
な
る

雜

錄

%
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名
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バ
ィ
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(

市)

，バ
ィ

K

港
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萬
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國
鐡
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偾
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「
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榮
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银

現
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新
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賣
子
の
硏
究 
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衬

桂

其

I

我
新
聞
紙
及
新
聞
寶
子
の
沿
雄.

.
我
新
聞
賣
子
の
硏
究
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す
に
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ち
て
吾
人
は
先 

.
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^
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^
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を
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人
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常
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る
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何
事
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れ

る
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な
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卽
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よ
6

所
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赳6
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其
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評
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の$

の
あ
6
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古
今
共
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國
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運
命
を
賭
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一
大
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双
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の
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刻
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狀
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よ
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況
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梦
る
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し

V

新
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類
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の
ぢ
の 

發

達

す
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例
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ば

古
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羅

馬
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力
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セ
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の
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塒
新
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ら
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國
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て
は
西
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牙
の
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マ
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の
塒
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®
況
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ん
炉
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に
新
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起
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我
國
に
於
て
新
聞
紙
類
似
の
名
の
と
云
べ
ば
、
後
冷 

泉
帝
の
雕
權
大
鈉
言
源
隆
國
於
山
城
の
宇
治
に
別
莊
f
 

構

へ

、
往

來

の

旅

人
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休

息

せ

し

；
§

,て

諸

國

の

奇

事

珍 

談
を
聞
取
ぅ
、
今
昔
物
語I

び
宇
治
集
藭
物
語
を
著
せ 

6
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西
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上
ょ6

云
へ
ば
新
聞
紙
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の
一
種
に
し
て&
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大
納
ー
目
は
少
く
と
％#
|8

記
#

元
祖
と
稱
す
る
事
を
得
呵
し
、
降
つ
て
元
祿
肺
代
に 

及
び
て
は
讀
寶
な
る
ぢ
の
盛
に
行
は
る
、
に
至
れ
6

、

是
は
其
塒
々
に
於
け
る
各
地̂
a

の
天
炎
地
變
を
初
め 

と
し
、
老
子
の
优
討
、
惡
漢
の
兕
行
、，
1

の
愦
%
 ヽ

其
他
あ
ら
ゆ
る
奇
事
珍
談.、の
现
:«

れ
't
e

る
隙
に
之
•を
出
' 

版
し
て
寶
6

步
き
杧
る
笔
の
に
し
て
、
初
め
は
單
に
粗 

末
な
る
#

«

の
み
な
.

o

し
が
狻
に
K

文
歲
を
以
て
說
明 

を
加
へ
、
其
文
旬
を
讀
立
て
乍
ら
市
中
を
實
6

步
く
に 

至
れ
6

、
彼
の
近
#
.
の
^
璃
瑠
物
の
如
き
も
多
く
其
滕 

滕

の

出

來

事

、
，就

中

'«

女
の
情
死
、
惡
漢
の
兇
行
等
を

其
盡
材
料
に
.と
6

て
仕
組
み
、
而
し
<
邀
を
讀
實
せ
る 

名
の
な
る
は
人
の&

く
知
れ
.る
處
な
~
^
、
此
讀
實
は
所
、
 

謂
不
定
期
刊
行
の
新
聞
紙
：に
し
て
、
现
に
元
祿
十
五
年 

一
赤
糖
浪
士
復
讎
の
脖
名
義
士
の
、高
輪
泉
岳
券
へ
引
揚
ぐ 

る
滕
分
に
は
旣
に
斯
の
如
き
事
行
は
れ
杧
り
と
の
事
に 

|

し
て
維
新
後
名
货
數
年
間
此|
|
實
.は

行

は

れ̂:
る

な

み 

:«

今
の
讀
寶
新
！

1

の
如
き
^p

此
謂
寶
に
其
端
を
發
しy 

以
て
今
日
に
至
れ
る
な-
C
N。

以
上
は
單
に
新
開«
_
の
卵
子
と
％
云
ふ
可
き
％
の
に 

し
て
、
前
述
せ
る
如
く
新
聞
紙
の
發
生
若
く
は
發
達
は 

.
阈
家
の一

大
事
變
に
伴
ふ
ぢ
の
な
れ
ば
、
我
國
に
於
て 

名

今

日

の

所

謂

新

聞

紙

な

.る
名
の
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湖
め
て
發
生
し̂
 

る̂

の
は
明
治
維
新
の
變
亂
の
際
に
し
て
、
就
屯
嚴 

盛
に
發
刊
せ
ら
れ
把
る
は
慶
應
戊
辰
上
野
戰
爭
ょ
ゲ
奥 

羽
戰
爭
の
.
®
'な
6

、
而
し
て
令
日
の
如
き
日
刊
新
聞0 

一
發
刊
せ
ら
る
、
に
至6

し
は
四
年
以
後
の
事
に
し

y
、

:, 

爾
來
新
聞
雜
誌
は
日f
追
て
盛
i

な
^

/

明
治
六
^
六 

月
末
に
は
七
十
九
種̂'
な
ん
.
、
'
十
ニ
年
六
月
末
に
«
糟 

加
し
て
百
九
十
ニ.
種
i

な
6

、
爾
後
年
々
瑠
加
し
て
遂.


